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　1952年 10月にマラヤ連邦政府が行った新村に関する調査（Statistical Information concerning new 




























カマットと同様に A，すなわち全く新たに作られた新村として分類されている［Selangor Secretariat 
2552/1952］。
　同調査では，マンバウ新村の住民 255家族のうち約 74％にあたる 191家族がゴムで生計を立ててい

























企業である馬来護謨公司はスレンバンで 1911年 10月にゴム事業を開始，1917年には 2023エーカーの
土地を所有し，そのうち 1623エーカーで作付けを行っている。また同じく 1911年 10月に佐々川幸之
助が「マンボ」（マンバウのことか？）でゴム事業を開始，1917年には 39エーカーの土地を所有し，
内 38エーカーでゴム栽培を行っている［外務省通商局 1918: 126–127］。
　戦前マラヤに移住した日本人について研究を行った原不二夫によると，戦前マレー半島に渡った日本
移民は，初期には中国人，インド人と同様，低賃金の農業労働者として渡航した者が多かったが，一部















された［NS State Secretariat No. 1034–1949］。50年代初頭において，ウルアラ・エステート，及びラサ
近隣にあるMalay Ronpin Estateが“enemy estate”として政府の管理下に置かれており［Straits Times 
1951. 07. 11, 1953. 08. 21］，1955年 3月頃，Sungei Siput，Parit Sulong，Mawai，Jerak（以上ジョホー
















　同エステートの正式名称は上海スレンバン・ゴム・エステート株式会社（Shanghai Seremban Rubber 
Estate Co. Ltd.）と思われ，少なくとも 1917～1936年，株主年次総会が上海のオフィスで開かれていた
















































































































文献もあれば［星洲日報 1998. 09. 14］，二百数十戸とする声もある［聞き取りMB4］。1954年調査の時





成立年 成立年人口 1954 年 1970 年 1980 年 1995 年
1950 年 1,404 1,414 2,326 2,334 2,472
























　ウルアラ・エステートでは，新村建設以前の 1948年 2月，暴動，警官への妨害行為などにより 41人
の華人労働者が拘留されるという事件が起こっていた［Straits Times 1948. 02. 18］。新村建設以後も，
1951年 8月，華人労働者 265人がストライキを起こし，これに同調したマレー・ロンピン・エステー






マラヤ共産党を助けたとされた者が逮捕されたという［星洲日報 1998. 09. 01］。
　高等弁務官テンプラー将軍は 1953年，ウルアラ・エステートのインド人，および華人 250人に対し，
一ヶ月以内にマラヤ共産党員に対する食料供給などの援助を止めなければ解雇するという警告を発して

















































































ルを寄付するなど［Straits Times 1953. 06. 19］，村外からの支援を受けつつ，新村内のインフラ整備や
文化活動が促進された。
　新村成立時に，村内には水・電気などの基本インフラが整っておらず，生活は不自由だったという。








































































“Ag. Custodian of Enemy Property, Federation of Malaya, KL, 17/8/49” （NS State Secretariat No.1034–
1949）
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記号 性別 生年 生業・役職など（調査当時）
MB2 男性 1932 元ゴム樹液採集労働者
MB3 男性 1933 前村長弟，元ゴム樹液採集労働者
MB4 男性 Nd 村長
MB5 男性 Nd 村内茶店店主（MB1 とは別の店）
MB7 男性 1944 村落委員会委員，元ゴム樹液採集労働者
MB8 男性 1936 村落委員会委員，元ゴム樹液採集労働者




 4　州全体として，エスニック集団的には，約 83％にあたる 4007家族が華人，707家族がマレー人，
110家族がインド系，12家族がその他の民族であった。スレンバン郡の新村における詳細は前稿の表
②に整理した。










 8　マレー半島では 1904年より海峡ドル（Straits Dollar）が通貨として用いられ，その後 1939年にマ
ラヤドル（Malayan Dollar）と改められ，1953年には，英領ボルネオとの通貨統合によりマラヤ・英









織・拡大され，華語を話せる多くの官吏が華人事務官（Chinese Affairs Officer）や事務官補（Junior 
Chinese Affairs Officer）に任命された［Loh 1988 : 111–112］。 
12　2000年にマレーシア政府が慰労金 1人 RM1,000を支払ったということで，新しい IDを保持して
いる方が多かった。
13　UA2の家族は 1959年頃にウルアラ・エステートに戻っている。
14　映画の上映会はラサやシカマットなどでも行われていたようだが，反共宣伝以外の娯楽作品の上映
について，ラサでは香港映画が多かったのに対し，シカマットでは欧米のものが中心など，バリエー
ションがあったようだ。
15　例えば Sendut ［1961］もこのような理想像からラサ新村を描いている。
16　そうした中で，どのようにしてストライキのごとき集団的示威行動や，マラヤ共産党に対する支援
が可能となっていたのかは課題として残されている。
